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２
０
１
１
年
11
月 

【
出
雲
大
社
】 

一
般
に
旧
暦
10
月
を
「
神

無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
」
と
言

い
ま
す
が
、
出
雲
で
は
「
神

在
月
（
か
み
あ
り
づ
き
）
」
と

い
い
ま
す
。
全
国
の
「
八
百

万
の
神
（
や
お
よ
ろ
ず
の
か

み
）
」
が
こ
こ
出
雲
に
あ
つ
ま

っ
て
縁
組
や
い
ろ
い
ろ
の
会

議
を
行
い
ま
す
。 

今
年
の
10
月
27
日
が
旧
暦

10
月
1
日
で
し
た
。
特
に
旧

暦
10
月
10
日
か
ら
10
月
26

日
ま
で
は
幽
玄
で
壮
麗
な
神

事
が
あ
り
連
日
お
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。 

旧
暦
10
月
10
日
：
神
迎
祭

（
か
み
む
か
え
さ
い
） 

 

10
月
11
日
～
17
日
：
神
在

祭
（
か
み
あ
り
さ
い
）
、
夜
神

楽
祈
祷 

 

10
月
17
日
：
神
等
去
出
祭

（
か
ら
さ
で
さ
い
）
２
０
１

１
年
11
月
5
日
（
土
）
19
時

稲
佐
の
浜
で
「
八
百
万
の
神

（
や
お
よ
ろ
ず
の
か
み
）
」
を

迎
え
る
神
事
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

神
迎
祭
（
か
み
む
か
え
さ
い
） 

 
稲
佐
の
浜
か
ら
出
雲
大
社

へ
の
約
２
ｋ
ｍ
。 

 

神
々
を
迎
え
る
御
神
火
が

焚
か
れ
龍
蛇
（
海
蛇
）
様
の

先
導
で
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）

に
迎
え
ら
れ
た
「
八
百
万
の

神
（
や
お
よ
ろ
ず
の
か
み
）
」 

に
神
官
、
参
拝
者
が
お
と
も

を
し
て
出
雲
大
社
ま
で
お
迎

え
を
す
る
神
事
で
す
。 

神
在
祭
（
か
み
あ
り
さ
い
） 

 

出
雲
大
社
に
お
迎
え
し
た

神
々
は
７
日
間
、
十
九
社
で

宿
泊
し
「
上
の
宮
（
か
み
の

み
や
）
」
に
て
神
議
（
会
議
）

を
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

ご
縁
を
結
ぶ
会
議 

 

上
の
宮
（
か
み
の
み
や
）

と
い
う
会
議
所
で
、
神
事
（
幽

事
、
か
み
ご
と
）
、
神
に
す
が

る
信
者
の
願
い
事
や
、
国
の

政
事
な
ど
「
神
縁
を
結
ぶ
会

議
」
で
あ
る
「
神
議
り
（
か

む
は
か
り
）
」
に
か
け
て
決
定

し
ま
す
。 

神
等
去
出
祭
（
か
ら
さ
で
さ

い
） 

 

 

出
雲
大
社
の
ほ
か
に
「
神

在
祭
」
が
行
わ
れ
る
神
社
は

朝
山
神
社
（
あ
さ
や
ま
）
、
日

御
碕
神
社
（
ひ
の
み
さ
き
）
、

万
九
千
神
社
（
ま
ん
く
せ
ん
）

の
３
社
あ
り
ま
す
。
参
集
さ

れ
た
神
々
は
最
後
に
万
九
千

神
社
に
立
ち
寄
ら
れ
、
こ
の

地
か
ら
帰

路
に
つ
か

れ
ま
す
。 

ま
た
、
稲

佐
の
浜
に

は
「
国
引

き
」
の
島

と
い
わ
れ

る
「
弁
天

島
」
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
・
Ｎ 

    

材 

料 

 

白
米
２
合 

む
か
ご
カ
ッ
プ
１ 

塩
小
さ
じ
２ 

作
り
方 

１
、 

む
か
ご
は
す
り
鉢
に
尐

し
の
水
と
共
に
入
れ
ゴ
リ
ゴ

リ
洗
い
ま
す
。 

こ
の
時
軍
手
を
使
う
と
手
を

傷
め
ま
せ
ん
。 

水
が
濁
る
の
で
４
＊
５
回
水

を
取
り
替
え
ま
す
。 

こ
れ
で
、
む
か
ご
の
土
臭
さ

が
な
く
な
り
ま
す
。 

（
空
中
に
出
来
る
む
か
ご
な

の
に
な
ぜ
か
土
臭
い
？
） 

２
、 

普
通
の
水
加
減
に
塩
を

加
え
、
炊
飯
器
で
炊
き
ま
す
。 

も
ち
も
ち
と
美
味
し
い
懐
か

し
い
ご
飯
の
出
来
上
が
り
！ 

“
む
か
ご
（
零
余
子
）
”
っ

て
・
・
・ 

 

山
芋
が
子
孫
を
効
率
的
に
増

や
し
残
す
目
的
で
、
つ
る
の

途
中(

葉
の
付
け
根)

に
た
く

さ
ん
つ
く
る

5

mm

～

10

mm
程
度
の
小
さ
な
イ
モ
の

こ
と
で
す
。
葉
の
１
つ
１
つ

に
で
き
る
の
で
す
。 

こ
の
小
さ
な
粒
の
一
つ
一
つ

に
山
芋
の
香
り
と
コ
ク
が
凝

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

噛
ん
で

外
側
の
皮
を
プ
ス
ッ
と
破
る

と
中
の
ト
ロ
ッ
と
し
て
、
か

つ
上
品
な
中
身
が
出
て
き
て

コ
ク
が
あ
り
ま
す
。 

「
む
か
ご
ご
飯
」
は
秋
の
代

表
的
味
覚
の
一
つ
で
す
。 

「
む
か
ご
取
り
」
は
仲
秋
・

生
活
の
季
語
で
す
。
Ｋ
・
Ｎ 

 

き
く
の
露 

落
て
拾
へ
ば 

ぬ
か
ご
か
な 

（
芭
蕉
） 

 

会

員

だ

よ

り 

折り紙 

♪♪ こんな小春日和の穏やかな日は、 

あなたのやさしさがしみてくる 

明日嫁ぐ私に苦労をしても 

笑い話に時が変えるよ 

心配いらないと笑った ♪♪ 

 

大好きな曲。詩を読んでも、歌を聞いても涙が

出てくる時がある。 

（自分が歌うと泣かないが） 

母は農家に嫁ぐ私のために絣の反物でモンペ

を作って持たせてくれたことを覚えています。                        

                 Ｅ・Ｈ 

 

む
か
ご
ご
は
ん 


